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[緒言]

ア メ リカ人舞踊家 トリシャ ・ブ ラウン(Trisha

Brown)は, 1962年 に始 まる前衛的実験 的 コラボ

レーシ ョンで あ つた ジ ャ ドソン ・ダ ンス ・シア

ター(Judson Dance Theater)の 主 要 なメンバ ー

の一人 であった。

筆者 にとって, 60年 代 か ら70年 代 のブラウンの

印象 は, ポ ス トモ ダ ン ダ ン ス(post modern

dance)の 舞踊家 の一人 であ り, そ の作 品は前 衛

作 曲家 であるジ ョン ・ケージ(John Cage)の 思

想 とも共通す る偶然性, 不確定性等 の概念を舞踊

の世界 で実現 しよ う七 た もので, 極 めて急進的で

あった。60年 代 ジャ ドソンでの作 品や, 革 紐で体

を支 え壁を歩 くウォーキ ング ・オン ・ザ ・ウ ォー

ル(Walking on the Wall, 1971)を は じめ とす る

そ の当時の ブラウンの作 品は, 「新 しい舞 踊」 と

してダ ンスの概念を広げる もの とされた一方で, 

「それが, ダ ンスなのだろ うか?」 といつた疑問

を引き起 した(キ セル ゴフ1976, 26)。 舞 踊技術の

排除, 素 人の起用, 衣装 や上演空 間につ いて もそ

れ までの舞踊作品の概念 を覆す活動 は, 一 部の芸

術家や音楽家には絶賛 されたが, 多 くの舞踊家や

批評家には手厳 し く批判 され るか無視 されたので

ある。 しか し, 筆 者がニ ュー ヨーク大学大学院修

土課程在学中(1989～1991), 80年 代 か ら90年 代

のブラ ウンの作品を見 る機会 に恵 まれ, ブ ラウン

の作風が時 と共に大 き く変容 した ことを認識 した。

現在 のブラウンの作品は, 60年 代 の作品群 と異な

り, きわめて様式的で精錬 され, 熟 達 した舞踊技

術 をもつ ダンサ ーに よって演 じられ る完成度 の高

い ものである。1985年 以 来1993年 ま でニ ューヨー

ク, シ テ ィ ・セ ンター ・シアターで, た びたび, 

作 品発表 を行い多 くの観客を集めている。 また ア

メ リカ国内のみな らず フランスでのブラウンの知

名度 は非常に高 く, セ ン トル ・ナテ ィオナ ァル ・

ド ・ダ ンス ・コンテ ンポ レー ヌ(CentreNational

de Danse Contemporaine)の ス ポ ンサーシ ップを

得, フ ラ ンスで高い評価を受けた り(ジ ョウ ィッ

ト, 1990, 44-45), ド ミニ ク ・バ グエ(Dominique

Bagouet)の 舞 踊団に招かれ ワン ・ス トー リー ・

ア ズ ・イ ン ・フ ォー リ ング(One Story as in

falling, 1992)を 振 り付 けるな ど, フ ランスでの

活躍 も注 目されてい る。

現在 のブラウンの作品をみて 「これがダ ンスな

のだろ うか?」 といった疑問をいだ く人は まず い

ないであろ う。 それ ならば, 60年 代70年 代 の数 々

の試みは, ブ ラウンにとって どの よ うな意味を も

ち, また, 現 在 の作品 の中に ど う息づいているの

だろ うか。

[目 的]

本稿 では, 1960年 代 ジ ャ ドソン期か ら1970年 代

に大 きく変容 し1980年 代 にいた るブラウンの作 品

を検討 し, そ の変容 と近年の作品に も今なお残 る

60年 代 的傾 向を明らかにす るものであ る。

[先行研究]

1. サ リー ・バ ー ンズ(Sally Banes)は, ジ ャ ド

ソン期 の トゥリリゥム(Trillium, 1962)か ら ソ

ロ作 品 ウォーターモーター(Watermotir, 1978)

まで の主要作 品につ いて, そ れ らの基礎 となる コ

ンセプ ト, 振 付法, 動 きや作品構造 とそれ らの変

遷iを検討 している(バ ーンズ198字, 77-91)。

2. マ リ ア ン ・ゴ ー ル ドバ ー ク(Marianne

Goldberg)は, 80年 代 に至 つての ブラウンの複雑

なス タイルや 高度技術を含む動 きは, 一 見 ジャ ド

ソンの美学 に反す る ように見え るが, 実 はそれ ら

初期の実験 的試み の中にその基礎 があ るとしてい

る。そ して, 当時 の最新作で あるラテ ラル ・パス

(Lateral Pass, 1985)に つ い て検討 してい る

(ゴ ール ドバーグ1986, 153-154)。

[研 究方 法]

1. 1958年 か ら1994年 に いた るブラウンの舞踊創

作 活動を検討 し, 芸 術観 の形成過程を明確 に した。

(考 察1)

2. 1964年 ～1983年 に 初 演 され た3作 品 につ い

て, ビデオに より概要を把握 した。 また, そ れ ら

の空間構成や動 きを検討 し作品の特色を明確 に し

た。(考 察2)

本稿 で は, ジ ャ ドソン期 の作 品 か らル ール

ゲーム5(Rykegane 5, 1964), 70年 代 初頭の ブ

ラウンの作 品 コンセプ トと して名高い[累 積]の

作品群か ら, ブ ラ ウンに よる ソロ作 品 プ ライ マ

リー ・アキ ュ ミュ レー シ ョン(Prunart Accy-

mmlation, 1972)の グル ープ ・バ ージ ョンである

グル ープ ・フ。ライマ リー ・アキ ュミュ レーシ ョン

(Group Primary Accumulation, 1972), 音楽 や

舞台美術を組 み入れ た大規模 な劇場作品の中でブ

ラウン独特 の動 きが 明確 なセ ッ ト ・アン ド ・リ

セ ッ ト(Setand Reset, 1983)を 取 り上 げた(表
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1参 照)。尚, ル ール ゲーム5に ついては, 作 品全

体 を把握 できる当時 のVTRが 残 存 しない ため, 

1991年 ニ ュー一ヨーク大学において行われた舞踊批

評家 デボラ ・ジ ョウィ ッ ト(Deb0rahJowitt)に

よる ワークシ ョヅフ. で 再現 された作品を参 考 とし

た。

3. ヴ ィ レッジ ・ヴ ォイス, ドラマ ・レヴュー, 

ニ ュー ヨーク ・タイムズ, ダ ンス ・マガ ジン等の

ブラウンに関す る記事, サ リー ・バ ーンズ とブ ラ

ウン自身 の著述を4つ の観点か ら検討 し, ジ ャ ド

ソン期か ら1983年 までの作品の特性 とその変容 を

明確 に した。(考 察3)

[考 察1]芸 術 観の形成

トリシャ ・ブラウン(1936～)の 舞踊歴 は, 生

まれ故郷 ワシン トン州 アバデ ィーンでの高校 時代

に始 まる。 ミルズ ・カ レッジで ダンスを専攻 した

ブラウンは, グ ラーム ・テ クニ ック, ル イ ・ホル

ス トのダンス ・コンポジシ ョンの クラスを取 つた。

また コネチ カ ッ ト・カ レッジの夏期講習では, ド

リス ・ハ ンフ リー, ホ セ ・リモ ン, マ ース ・カニ

ングハ ム等に も学んだ。オ ーソ ドックスなモダ ン

ダンスの訓練を受けた ブラウンは, 1958年 か ら2

年 間 リー ド・カ レッジに新設 された ダンス科 で教

鞭 をと り, 従 来のモ ダンダ ンス教授 法を行 うが, 

数 ヵ月後 には, 即 興を含んだ独 自の教授 を試 みた。

ブ ラウンは この時期を 「独 自の動 きのボキ ャブ ラ

リーを開発 し始 め た時期 」 であ る と述 べ てい る

(ブ ラウン21975, 20)。

1) ア ン ・ハル フ。リン(AnnHalprin)の 影 響

ブ ラウンに大 きな影 響 を与 えた舞 踊家 と し

て, ア ン ・ハ ル プ リンをあげ る ことがで き る。

1960年 夏, サ ン ・フランシス コのハルフ. リンの も

とには, シモー ヌ ・フ ォル テ ィ(Simone Forti), 

イ ボ ンヌ ・レイナー(Yvonne Rainer)な ど, 後 に

ブ ラウンらとともに ジ ャ ドソンの主要 メンバー と

なる人 々が集 まつていた。 この ワークシ ョップで

は, 舞 踊 の領域を超 えたあ らゆ る動 きの使用, さ

まざまな即 興 に よる動 きの 開発, 劇 場 外 での パ

フ ォーマ ンスな どを行 つてお り(ブ ラウン21975, 

20-21), 60年 代 に ジ ャ ドソン ・ダ ンス ・シ ア

ターで盛 んに行われた試みはすでに西海岸 のハル

プ リンの もとでも始 まっていた といえ るであろ う。

この後, 約10年 間 のブラウンの作 品を見る とき, 

これ らの創作方法か らの影響は明 らかである。 こ

れ は, 舞 踊作品 の価値は, 「見 る人 に では な く踊

る人 自身 の経験 にある(ジ ーン ・M. ブ ラ ウン

1989, 163)。」 とする傾 向をもつ ハル フ. リ ンの思

想 と通ず るものが あ り, ジ ャ ドソン, グ ラン ド・

表1 対象作品

*注 記 、 ソ ロ作 品Primary Accumulationと し て1972年 初 演(Group Primary Accumulation, Set and

Resetに つ い て は ニ ュ ー ヨ ー ク 市 立 図 書 館 所 蔵 ビ デ オ 参 照)
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ユニオ ンを経 て, 劇 場作品に取 り組 む ようになる

までのブラウンを大 き く支配 していた と推察 され

る。

2) ロバ ー ト ・ダ ン(Robert Dunn)の ワ ー ク
プ

シ ョ ッ フ

1960年 秋, ニ ュ ーヨークに移 り住 んだブラウ

ンは, フ ォル テ ィや デ ィ ック ・レヴ ィ ン(Dick

Levine)と の 創作活動 の一方, マ ース ・カニ ング

ハ ム(Merce Cunningham)の ス タ ジ オ で の ロ

バー ト・ダンの ワークシ ョップに参 加 した。 ダ ン

はジ ョン ・ケージの偶然性 と不確定性 の コンセプ

トを, ダ ンスに応用 しよ うとしていた。 ダ ンのク

ラスは, そ れぞれの作品を演 じ, 動 きや, 作 品構

造, 見 る者 と振付家の意図のずれな どにつ いて, 

分 析 し論 じ合 うとい った ものであ った。 ダ ンの一

人一人 に対す る作品分析や, 評価判定 しない批評

は, ブ ラウンに とって, 振 付家 としての新 たなも

のに取 り組んで行 く勇気を与え られ, 激 励 され る

機会 であ った(ブ ラ ウン21975, 24)。 ダ ンの

ワークシ ョップの生徒が中心 とな って1962年7月

6日 ジ ャ ドソン ・ダンス ・シアターの第一 回公演

が催 され る事 とな つた。

3) ジ ャ ドソン ・ダンス ・シアター

このジ ャ ドソンで ブラウンは, 立 つ, 座 る, 

横 たわ る といった単純な動作を基本 とする トゥ リ

リゥム(Trillium, 1962)を 初 め とし,「Oh no!」

と叫ぶ と共 に 出来 る限 りゆ つ く りと横 に倒 れ る

パ ー ト ・オ ブ ・ア ・タ ー ゲ ヅ ト(Part of a

Target, 1963), ル ール に従 って5人 の演者 が並

列 した線 上を 歩 くル ー ル ゲ ー ム5(Rulegamme

5, 1964), 映 写 機を背負い 自分 の姿 を映 し出 し

な が ら一 連 の 日常 動 作 を 潰 じる ホ ー ム メ ー ド

(Homemade, 1965)な どの作 品を発表 した。他

の作者に よる作 品 と同様 に, そ れ らは50年 代 まで

のモダ ンダ ンスの範疇か ら動 き, 空 間, ダ ンサ ー

な ど多 くの面 で逸脱す るものであ り, 一 般的な舞

踊の概念 を揺 さぶる活動 であった。演者は舞踊に

関 して素人を含 む こともしば しばあった。動 きは

平凡で 日常 的な動作 をそ のままに行 うものであ っ

た り, 舞踊 的高度 さ とは別 の観点で 肉体的強靱 さ

を必要 とす る場 合 もあ った。 いずれ にせ よ, 感 情

的 ・物語的背景を もたず, バ レエはもちろんの こ

と, 従 来のモダ ンダ ンスの舞踊技術 は排除 されて

いた。衣装や照明や道具 に よる劇的効果を利用す

ることもな く, 多 くは 日常着 で生 の照 明のもとで

行われた。従 来の舞踊技術や舞踊的劇場的な錯覚

(illusion)は, ジ ャ ドソンではタブーであった と

捕 らえ ることが出来 る注1)。

4) ジ ャ ドソン期以後

ジャ ドソンの主要 メンバーたちがそれぞれ独

自の活動を展開 し始めた1968年 か ら, ブ ラ ウンが

取 り組んだ のは, イ クイ プ メ ン ト ・ピー シーズ

(Equipment Pieces)と 呼 ばれ る作 品群 で あ っ

た。穴の空いた垂直 な壁 を伝い歩 く 「プ レー ンズ

(Planes, 1968)」 ホ イ ッ トニー ・ミュージアムの

壁を滑車に吊る され, 壁 に対 して垂直な状態 で歩

く 「ウォーキ ング ・オ ン ・ザ ・ウ ォール」 な どが

代表作であ る。 これ らの作品は, 観 客の空間認識

を 日常 とは異な る局面 に導 くもので あつた1

5)1970年 代

1970年 代 に入 って レイナー, パ クス トンな ど

とグラン ド ・ユニオ ン(Grand Union)と 呼 ば れ

る即興 グル ープで活動す る と共に, 「累積」や 「立

方体 システ ム」 な どの知的 なシステ ムに基づいた

新 しい動 きの開発 を試み る ようにな り, しだいに

複雑で流動的な独 自の動 きのスタイルを確立 して

くる。1978年 の ソロ作 品 ウォーターモーターの動

きには, 現 在のブ ラウンの動 きの特徴が伺え る。

そ して, この動 きの複雑化 に ともない, 舞 踊技術

を もった ダンサーを使 うようになる。 ブル ック リ

ン ・アカデ ミー ・オブ ・ミュー ジ ック(BAM)

に お け るネ ヅクス ト ・ウェーブ ・フ ェステ ィバル

での作品発表 の機会 を得 たブラウンは, 1979年 の

「グラ シ ャル ・デ ィコ イ(Gracial Decoy)」 か

ら, ロ バ ー ト ・ロ ー シ ェ ン バ ー グ(Robert

Rauschenberg)を は じめ とす る著名 な美 術家 や

音楽家 との共同作業に よる大規模 な劇場作品を創

り出 し, 幅 広い観客層 に受 け入れ られ る事 とな る。

6) 1980年 代

「オーバル ・ル ープ(Opal Loop, 1980)」 「サ

ン ・オ ブ ・ゴー ン ・フ ィシ ン(Son of Gone

Ffshin, 1981)」 「セ ッ ト・アン ド ・リセ ッ ト(Set

and Reset, 1983)」 「ラテ ラル ・パ ス(Lateral

Pass, 1985)」 「ニ ューアーク(Newark, 1987)」

「ア ス トラ ル ・コ ンバ ー テ ィブ ル ・(Astral

Convertible, 1989)」 な どの作 品を振付 け, 舞 踊

家 として安定 した活動を展開 して きたブ ラウンで

ある。 これ らは, 60年 代 には見 られなか った大掛

か りな舞 台美術 を使 い, 劇 場な らではの工夫 を凝

らした作 品であるが, 感 情や意味内容 を もたない

純粋 な動 きに拘 り, ダ ンサ ーとの共同作業 の中に

新たな動 きを生 み出す とい う創作方法注2)に60年代

以来の作 品創作 との共通点を見いだす ことがで き

る。

[考 察2]作 品概要 と分析

1)「 ルールゲーム ・フ ァイブ(1964)」 以 下RG5

5人 の演者 が平行 にテープを張 られた7本 の

線上を歩 く(又 は這 う)が, 進 む に した が つて

「高い姿勢 か ら低 い姿勢」に レベルを変化 させる

とい うルールに従 つて演 じられ る。最初の線 上を

1人 の演者が普通 に歩 き始め る。2人 目が始 める

と, 最 初の演者 は やや膝 を 曲げ て進 まね ばな ら

ず, 新 たに人が加わ るごとに さらに膝を曲げ, 5

人 目が加 わつた ときには這 うことにな る。すれ違
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い ざまにお互いの高 さを見 て 「少 し高 く(低 く)」

な どの言語指示 に よ り姿勢 を調整す る。

表2は60年 代 か ら80年 代 にか けての作品構成

要素の質的変化 を まとめた ものである。以下 アル

ファベ ットは表2に 対応す る。

RG5は 明確 なルールに従 つた即 興作 品 で あ

り, 「歩 く(或 いは這 う)」 とい った 日常的 な動作

が基本であ る(A)。 ル ールに従 うことで強 い ら

れ る不 自然な姿勢や動作 は, そ の不 自然 さや動作

を遂行す るための努力を隠す ことな くあ りのまま

に行われ る(B・C)。 使 用 され る空 間 は7本 の

線上に限 られ(H), 高 低 の変化 を つけ て移動 す

るとい う単純な空間構成 であ り(D), 観 客 は作

品の背景にあ るルールを容易 に把握す る ことが で

きる(E)。 演 者には舞踊に関 して は素 人 も含 ま

れていた(F)。 音 楽な し(G)。 統 一性 のない 日

常着使用(1)。

2)「 グル ープ ・プライマ リー ・アキ ュ ミュレー

シ ョン(1972)」 以 下GPA

4人 の ダンサ ーが, 仰 向けにね て, 完 壁 なユ

ニゾンで, 「片肘を 曲げ る」 「同 じ腕 を垂直 に上げ

る」 「ひざを曲げ る」 「腰 を捻 る」等 の単純 な動 き

を1, 1・2, 1・2・3, 1・2・3・4… …

と累積 してゆ く。29番 目と30番 目の動作 で ダ ン

サ ーは45度 回転 し, こ こまで が一連 のダ ンス フ

レーズ とな る。 このダ ンスフ レーズが, 8回 繰 り

返 された ところで, ダ ンサーは360度 回 転 し, 元

の ポ ジシ ョンに もどる。 ここで別 の2人 が歩 いて

現れ, 動 きを累積 し続 けるダ ンサーた ちを持 ち上

げて運び, 4人 の位置取 りを変える。この部分は

上演されない場合 もあるが, 1974年11月 ミネアポ

リスでの公演では, 劇場の壁 にもたれて座らせ

る, 2人 を重ねて寝かせる, 1人 を立たせもう1

人をその足元に寝かせる等, 数回の位置変換をし

ている。4人 が並列する位置に運ばれ, 最前列の

1人 が動きの途中で舞台から落ちかけたとき全員

の動きが止まり完結する。

この作品における60年代的要素としては, 上

述のような舞踊的でない単純な動きで構成され

(C), 「累積」 とい う明快 な作 品構造 である

(E)。 動きに筋肉の過度な緊張や膝や足首の舞

踊的伸展, 技巧的なタイ ミングなどはほとんどみ

られない(B)。 位置変換をする以前の部分では

演者は並列に寝た状態で位置変換はな く変化の乏

しい空間構成である(D)。 演者は素人も含んで

いる(F)。 公園のベンチ, イカダの上, 広場など

劇場をも含む野外のあらゆ る場所で上演 された

(H)。 音楽なし(G)。

これらの対して, 動 きがパターン化された滑

らかなフレーズとなつてお り, 演者の即興による

ものではない すなわち, 振付けがなされてい

る(J)。 また, 後半部のダンサーを運ぶとい う独

特の位置変換によって, 同じパターンの繰 り返し

にもかかわらず, 動 きそれ 自体と, 空間に自然な

バ リエーションが生まれるように意図されている

(N・M)。 衣装はシンプルな揃いの白いシャツ

とパンツを使用(R)。

表2 作品構成要素の質的変化
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3)「 セ ッ ト・アン ド ・リセ ッ ト(1983)」 以 下S

& R

無 音 での 冒頭, 下 手 奥 よ り4人 のダ ンサ ー

が, 1人 をバ ック ・スク リーンの上 を歩 いている

かの ように リフ トしゆ っ くりと上手に向か って歩

く。単調 な音楽 「ロング ・タイ ム ・ノー ・シー

(Long Time No See)」 が始 まると共に, 上 手 よ

り次 々とダンサ ーが現れ る。動 きはブ ラウンの典

型である流動的 で繊細かつ 自然な質感 を もつてい

る。 ステ ップは, 細 か く素早い。 ステ ヅプのみ な

らず上体 の動 きに も頻繁に細 かい方 向変換 があ り

複雑 である。作品の進行に ともな つて, 上 手前へ

と徐 々に移動す る。中盤, 舞 台中央 でのデ ュエ ッ

ト ・トリオが展開す る。 リス クの高いパ ー トナ リ

ングや大 き く舞台を突 っ切 るジャンプな どダイナ

ミックな動 きが随所に見 られ るが, ドラマチ ック

な展 開や顕著 なクライマ ックスはない。舞 台前面

を横切 り下手前 まで進行 し, 音 楽 が切れ る ととも

に唐 突に完結。

S&Rは ブ ラウンの代表作 のひ とつ であ り, 

ブ ラウン独 自の動 きのス タイルが見 られ る作 品で

あ る。動 きは流動性 と リラクセ ーシ ョンの共存す

る独特 の滑 らか さが あ り, 複雑 で高度 なダ ンスフ

レーズに よ り全 体 が構成 され て い る(J・K・

L)。 リスクの高いパー トナー リング も含 まれ て

お り, ダ ンサーの技術 レベルは高い(0)。 下 手奥

か ら上手奥, 上 手前, 下 手 前へ と踊 りなが ら舞 台

の端を四角 く移動す る構成で あるが, 動 きや展開

の複雑 さか ら基本 になる空間構成は明確には見え

な い(N・M)。 衣 装 ・舞 台美術 は ロー シ ェ ン

バ ーグに よる。衣装 は半透 明のグ レー系統, 女性

は シャツとパ ンツ男性 はパ ンツのみ(R)。 透 明

な袖幕, 大 掛か りな釣 りものを使 う(Q)。 音 楽は

ロー リー ・アンダー ソンのオ リジナル 曲(P)。

[考 察3]ブ ラ ウンに関する著述の検討

1) 日常 性

舞踊技術を排 除 し, 日常的 で平凡な動 きを舞

踊作品のなかに取 り入れた ことは, ジ ャ ドソンの

急進的な特徴のひ とつである。 ジ ョウ ィッ トは レ

イナーの作品を例に と り 「非 日常的 な状況 の中で

行われ る, 日常生活 またはスポーツか ら取 った姿

勢 や活 動 が踊 りを構成 し得 る。」 と述 べ て い る

(ジ ョウィッ ト1988, 308)。RG5で は, 「歩 く」

とい う平凡な動作がその素材 となって即興的 ゲー

ムが展開 し, ル ールに従 うことで生 じる肉体的苦

痛や不 自然 さはその ままに表 され ている。舞踊的

でない肉体 の生の反応をそのまま作 品に持 ち込 ん

でいるので ある。

70年 代に入 つて ブラウンは, 生 の 日常 を作品

に持 ち込むのではな くシステ ムに したがつた動 き

の開発 に取 り組 む よ うに な る。GPAの 各 々の動

きは 「自然で, 楽 で, 単 純(ブ ラ ウン1975, 

29)」 と いった観点 か ら選択 され た もので ある。

「質素で簡 明で見 事に選 び抜 かれ た動 きの連続

(ジ ョウィッ ト1978, 69)」 「抑制の きいた動 き

で あ り, … 催 眠 的 で リズ ミ ック な流 れ が あ る

(バ ーンズ1987, 83)。」 といった印象を受け る
一連の動 きは平凡 であ り, 舞 踊的な高度 さは見 ら

れない。動 きや作 品全体か ら感 じられ る 「独特の

平 淡 な 質(a special quality of plainness and

unexcitability)(シ ー ゲル1974, 41)」 は ジャ ド

ソン以来ブ ラウンが培 って来た ものであ り, 現 在

まで受け継 がれている と考 えられ る。GPAは, 動

きの質感においては60年 代的傾 向に あるが, 恣 意

的な 日常動作 の羅列 であつた り, そ の場限 りの即

興的動作 ではない とい う点 で60年 代か らの変容が

み られ る。

1983年 のS&Rは, 60年 代70年 代 初頭には見

られなか った複雑 で舞踊的 に高度な動 きで構成 さ

れてい る。 「滑 らかでつかみ ど ころ の無 い(キ セ

ル ゴフ1983, 62)」 「現れたか と思 うと解けて し

ま うよ うな渦巻 きの ような展開(ア ンダー ソン

1987, 24)」 な どと評 され る独特 の流 動性 を もつ

複雑な動 きは, 80年 代 以降のブラ ウンの典型的な

特徴 とされてい る。また, リスクの高 いパ ー トナ

リングや コンビネ ーシ ョンが織 り込 まれ ているの

も60年 代70年 代 には見 られなか った傾 向である。

この様 な動 きは, 1970年 代 後 期 の ソ ロ作 品

「ウ ォーターモ ーター, (1987)」 「グ ラシ ャル ・デ

コー(1978)」 の ころか らブラ ウンの特徴 とな つ

て来た。(ゴ ール ドバーグ1986, 155)。

2) ダ ンサー

60年 代 の急進的な も う一つの側面 としてジ ョ

ウィッ トは 「ダンサ ーは, 訓 練を積 んでいるいな

いにかかわ らず, 外 見や身振 りにおいて, ご く普

通 の人の ように見せ ようとす る傾 向があ った。」

と述 べている(ジ ョウ ィット1988, 308)。RG5

の ダ ンサーはブラ ウン, パ クス トンや レイナーな

どの他に, 舞 踊 に関 しては素人であ るローシェン

バ ーグな どの美術家 もふ くまれていた。舞踊技術

を排除 し, 日常動作 や 生 の身体反 応 を歓迎 す る

ジャ ドソンでは素人 を起用す ることがなん ら抵抗

な く行われた と言 え よ う。GPAも ダ ンサ ーに 関

しては同 じ流れ の中にある。 しか し, 動 きの高度

化に伴い, 舞 踊技術 に熟達 した ダンサ ーを使い始

め る。1980年 以来現在 も共に活動す るダイ アン ・

メイ ドン(Diane Madden)を は じめ とす るブラウ

ンの カンパニーのダ ンサーた ちは, 既 成の舞踊テ

クニ ックだけでな く日常的 な動作 も含めた多様 な

動 きに対応で きる優れ たダンサ ーで あると言え る。

彼 らとの共同作業 に よって, ブ ラウン独特の非常

に高度で, か つ既成 のモダンダンスの テクニ ック

やバ レエのイデ ィオムに依存 しない動 きが生 まれ

て くるもの と考 え られ る。
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3) ポ ス トモダンダンスの 自然観

ポス トモダンダンスの舞踊家たちが平凡で無

造作 な動 きを多用 した背景には, 彼 ら特有の 自然

観 がある。バ ーンズに よれば, 60年 代70年 代 のポ

ス トモダ ンダ ンス の振付 家 た ちは, 高 度 な テ ク

ニ ヅクを避け, 振 付けを単純化す るために 「自然

な動 き(natural movement)」 を用 いた としてい

る。 この 「自然 」 とは 「劇 的 な効果 をね らつた

り, 感 情表現や言葉 の置 き換え であった り, 技 巧

的なタイ ミングか ら引 き出され るために変形 され

た動 きではないもの(バ ーンズ1987, 17)」 で あ

り, 事 象 の描写や感情表現ではな くダンカンや グ

ラーム, ハ ンフ リーな どの自然観注3)とは大 き く異

なる。 また, 市 川 は 「自然へ の回帰は確実に ポス

トモダニズムの一面で ある。」 と し, エ コロジ ー

運動 に共通 す る思 想が あ った と してい る。 そ し

て, 「身体のス ケールに忠実で あろ うとす れ ば ポ

ス ト ・モダ ン ・ダ ンスは 日常的 な身振 りに接近 し

て行 くの も当然 であろ う。」 と述 べ, 描写 を避 け, 

体 のスケール に忠実 に動 こ うとす る姿勢を指摘 し

ている(市 川1983, 131)。 また, ブ ラ ウンらが

60年 代末 に影響 を受けた とす る太極拳 の教 えは, 

自然 の流れ に沿 つて動 くと言 うことで ある(ジ ョ

ウィッ ト1988, 326)。 いずれ に しても, 自己の

身体 のスケールか ら外れず, 無 理をせず滑 らかに

動 くことは60年 代特有 の自然観か ら発す るもの と

考 え られ る。S&Rに は60年 代 的な単純 さや素朴

さは失われ ているが, 「自然発生的に見え る(spo-

ntaneous-looking)(ゴ ール ドバ ーグ1986155)」

と も形容 され る動 きのもつ流動的 な自然 さは この

自然観 を想起 させ る。S&Rも 含 め, 動 きが高度

化す る70年 代後半か らのブラウンの作品を見 ると

き, 複 雑 な動 きの中にもそ の自然観が 内在 してい

る と感 じられ る。

4) プ ロセス とプ ロダク ト

RG5で は ル ール に従 った あ る種 の即 興 に

よって作 品を成立 させてい る。そ して観客は あら

か じめ振付 け られた ダンスを見 るのではな く, そ

の場 でのダ ンサーの判断 に よつて生み 出され る動

きや空 間を見 る こととなる。60年 代70年 代 初頭 ま

でのブ ラウンには 「ダ ンサ ーの主観的な経験を第

一 とし, 観 客 の経験を二次的な ものとす る(シ ー

ゲル1974, 41)。」 姿勢が伺 える。完成品 と して

の作 品 プ ロダク ト を観客に提示す ること

よ りも, ダ ンサーがそ の場で判断 し動 くことで作

品が構築 され て行 く プ ロセス を重要視 し

たのである。

GPAは 「累積」とい うプ ロセ スを見せ る作品

である。 しか しなが ら, ダ ンサ ーの 自由度は うば

われ ている。 この点 で, そ れ までの ダンサ ーの即

興優位 であった60年 代的傾 向か らの転換が見 られ

る。

S&Rで は一連 の言語指示を与え られたダ ン

サーの即興 を用 いて(ブ ラウン21975, 66)振 付

けを進 めている。 この ように システ ムや言語指示

を与えたダ ンサー との即興 によ り動 きを創作 して

行 く方法 を とる ようになった のは, 1970年 代 初頭

か らであるが, 「立方体 システム」に基 づ く 「ロー

カスLocus」 を 振 り付けた1975年 か ら, 作 品 の

構築 されて行 くプ ロセスは必ず しも視覚的に明確

でな くな り(ジ ョウィッ ト1978, 69), これ は動

きの高度化 とほぼ同時 に起 こつている。即興を新

たな動 きを開発す る方法 として用 いたのであ る。

ブ ラウンがダ ンサーたち と共 同作業を進め る様子

は ビ レッジ ・ボ イ ス の 中 に も紹 介 され て い る

(ジ ョウィ ット197868)。 そ して, 70年 代 末, 

大 劇 場に上演機会 を得, 舞 台美術家や音楽家 との

大規模な コラボ レーシ ョンを始 めた ことは プロセ

ス よ りも完成 された統一体 としての作品創作の方

向へ と, ブ ラウンの大きな転換点 となつた といえ

る。

[結 論及び展望]

1. 結 論

1970年 代 は, ブ ラ ウンの60年 代的 な要素を も

つ舞踊か らの転換期にあたる。す なわ ち, 70年 代

初頭は, 単 純な動 き, 空 間構造, 作 品 コンセプ ト

な ど60年 代 ジャ ドソンの特徴 を残 しなが らも, 単

な る日常動作 ではない動 きの開発 に取 り組みは じ

めた。劇場用作 品を次 々 と発表す るよ うにな つた

70年 代末か ら80年 代 に至 つては, 舞 踊技術に熟達

しかつ多様な動 きに対応 できる優れた ダンサ ーを

使い, 舞 台美術 や音楽 を駆使 した完成度 の高い作

品を創 り出す ようになつた。

しか しなが ら, ブ ラウンが現在で もジャ ドソ

ン ・ダンス ・シアターの流れ を汲む代表的存在 と

して語 られ るのは, 次 の ような60年 代的傾 向が見

られ るためである。1)動 きの質感 において, 日常

性に源のあ る平淡 さがある。2)動 きの質感におい

て, ポ ス トモダ ンダ ンスの自然観 に由来す る流動

性があ る。3)感 情表現や描写 をせず, 意 味を 内包

しない動 きとその構成 に拘 つた作風を守 り続けて

い る。

2. 展 望

1992年7月29日 ・30日 に ニ ューヨーク, リン

カーン ・セ ン ターの ア リス ・タ リー ・ホ ール で

は, イ ボ ンヌ ・レイ ナ ー, メ レデ ィス ・モ ンク

(Meredith Monk), ポ ー ル ・テ イ ラ ー(Paul

Taylor)な どを含 む, 60年 代 の前衛 と呼ばれた9

人 の舞踊家 に よる当時 の作品が上演 された。かつ

ての前衛 的活 動 も30年 の月 日が経 過 した 現在 で

は, ア メ リカ舞踊史 の一時代 と して年一回の フェ

ステ ィバルのプ ログラムに組み込 まれてい る感が

あ る。しか しなが ら, 「1950年 代, 60年 代, 70年 代

にかけての極端 な試 みは, …間違 いな く(ア メ リ
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カの)舞 踊の概念を変えた。(オ ウ1988, 173)」

と アメ リカの舞 踊史 家 ス ーザ ン ・オ ウ(Susan

Au)も 指 摘す るように, ポ ス トモダ ンダ ンスの思

想 は, ア メ リカ現代舞踊の中に深 く浸透 し, そ の

独 自性を形成す る一つの源 とな つている。世界 の

舞踊 の指 向が, ア メ リカの抽象主義 的なものか ら

ヨー ロッパの表現主義的な ものに傾斜す る現在, 

ア メ リカ的抽象を貫 き, ヨー ロッパでも活躍す る

ブラウンが, 今 後 どの ような活動 を展 開す るのか

注 目して行 きたい。

[注]

1) ジ ョウィットは 「ダンス ・テクニック」「演技や美

しさ」「照明 ・衣装 ・道具によつて創 り出される錯

覚」「音楽によって引き出されるクライマックス」な

どの 「技術」を除外した事にジャドソンの特質を見い

だ し, これらの事柄が, 当時 「芸術ではない」として

批判の的となつたと述べている。(文 献11, 309)

2) ブ ラ ウンの創作方法についてはブラウーン自身が

語ったもの(文 献6. 62-64)と ジ ョウィットの観察

によるもの(文 献9. 71)(文 献10. 44-45)を 参考に

した。

3)バ ーンズによれば, ダ ンカンや フラーなどの先駆

者たちは, 自然現象を身振 りで模倣表現す ることを

自然な動きとし, マーサ ・グラームや ドリス ・ハン
フリーは呼吸に根差した動きに 自然さを見た。 しか

し, ポス トモダンの舞踊家たちにとっての自然な動

きとは, これらとは全く異なつたものであるとして

いる。(文 献3, 17)
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